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「 創造と躍動　ＮＥＸＴＳＴＡＧＥ 」

私たちの岐阜高校は、昨年、創立150周年という大きな節目を迎えました。

これもひとえに幾多の試練を乗り越えてこられた諸先輩方の

並々ならぬご努力の賜物と深く感謝を申し上げます。

私たち同窓生は、同じ学び舎で同じ時代を過ごしてきた仲間であり、

時に意見を交換し、時に意見を戦わせ、

互いの存在を認めながら自己形成に努めてきました。

これから歩む道も決して平坦とは限らず、

どのような時でも仲間との絆を忘れず、創造と躍動をキーワードに、

次のステージを力強く切り拓いていくという意味を込めて、

「創造と躍動　ＮＥＸＴＳＴＡＧＥ」をテーマとしました。
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令
和
六
年
度
の
同
窓
会
総

会
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
通
常
の

総
会
開
催
は
五
年
振
り
と
な

り
、
久
し
ぶ
り
に
旧
交
を
あ

た
た
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
は
、
岐
阜
県
立
岐
阜

高
等
学
校
創
立
一
五
〇
周
年

に
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

い
ろ
い
ろ
ご
協
力
、
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「Unleash Your Possibilities
・

岐
高
魂
を
世
界
へ
解
き
放
て
」

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養

成
事
業
、
先
輩
諸
氏
の
講
演

会
な
ど
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会

と
し
て
、
生
徒
、
学
校
に
対

し
て
の
支
援
は
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
五
〇
周
年
記
念

と
し
て
新
調
し
た
校
旗
も
学

校
に
贈
呈
を
し
ま
し
た
。

　
一
五
〇
年
の
伝
統
と
栄
誉

を
ひ
き
つ
ぎ
、
一
六
〇
年
、

二
〇
〇
年
へ
と
ま
す
ま
す
岐

阜
高
校
の
名
声
が
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
、
同
窓
生
と
し

て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
同
窓
会
の
総
会

運
営
を
担
当
し
て
い
た
だ
い

た
当
番
学
年
の
昭
和
五
六

年
、
平
成
三
年
、
平
成
一
三

年
卒
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
昨

年
一
〇
月
末
の
一
五
〇
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
か
ら
、

短
い
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
、

岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　遠藤　宏治

コ
ロ
ナ
禍
で
運
営
の
引
き
継

ぎ
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た

中
、
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か

り
と
挙
行
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
総
会
を
も
ち
ま
し
て
同
窓

会
長
の
任
期
を
終
え
、
退
任

い
た
し
ま
す
。

　
任
期
中
、と
り
わ
け
一
五
〇

周
年
事
業
に
関
し
ま
し
て
、

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令和6年度の通常総会開催にあたり

挨　拶
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挨　拶

　
令
和
六
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

総
会
が
、
遠
藤
宏
治
会
長
様
を
は
じ

め
役
員
・
運
営
委
員
の
皆
様
方
の
ご

尽
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
本
校
創
立
一
五
〇
周

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
同
窓
生

の
皆
様
か
ら
絶
大
な
る
ご
援
助
を
い

た
だ
き
、
多
く
の
記
念
事
業
や
記
念

式
典
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
Ｇ
Ｋ
一
五
〇
実
行
委
員

会
の
皆
様
、
幹
事
学
年
の
皆
様
、
そ

し
て
す
べ
て
の
同
窓
生
の
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
は
、

同
窓
生
の
皆
様
と
全
校
生
徒
・
教
職

員
、
あ
わ
せ
て
約
二
千
名
の
方
々
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
長
良
川
国
際

会
議
場
に
て
創
立
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
舞
台
上
の

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
が
映
し

出
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

で
式
典
が
進
め
ら
れ
、
司
会
者
、
書

道
部
、
音
楽
部
、
応
援
団
な
ど
、
生

徒
の
活
躍
の
場
も
多
く
ご
用
意
い
た

だ
き
、
在
校
生
に
と
っ
て
も
大
変
思

い
出
深
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
個
人
的
に
も
、
大
き
な
会
場
の
客

席
が
同
窓
生
の
皆
さ
ん
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
様
の
母

校
愛
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
校
長
と

し
て
も
、
同
窓
生
の
一
人
と
し
て
も
、

大
変
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
は
現
在
、
世
界
で
通
用
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目

指
し
、
そ
の
方
策
と
し
て
探
究
的
な

学
び
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国
際

交
流
や
最
先
端
科
学
の
分
野
か
ら
講

師
を
招
き
、
校
内
で
講
演
会
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

れ
を
契
機
に
各
自
が
探
究
活
動
に
取

り
組
み
、
大
学
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト

に
挑
戦
し
た
り
、「
科
学
の
甲
子
園
」

「
模
擬
国
連
」等
の
全
国
的
な
大
会
で

他
校
と
競
っ
た
り
し
て
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
後
は
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化

に
も
取
り
組
み
、
遠
隔
配
信
に
よ
る

海
外
と
の
交
流
、
Ａ
Ｉ
や
ア
プ
リ
を

岐阜県立岐阜高等学校長　石田　達也

活
用
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析

等
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
最
新
技
術
を

授
業
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
教

科
を
超
え
た
文
理
横
断
的
な
学
び
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、

令
和
元
年
度
以
来
、
五
年
ぶ
り
に
通

常
の
形
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
人

と
人
が
対
面
し
、
言
葉
を
交
わ
し
、

心
を
通
わ
せ
る
こ
と
の
良
さ
を
改
め

て
実
感
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
機
会
を
通
し
て
、
皆
様

方
の
岐
阜
高
校
へ
の
思
い
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度

の
総
会
を
運
営
さ
れ
ま
す
加
納
正
嗣

運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事

の
昭
和
五
六
年
、
平
成
三
年
、
十
三

年
卒
業
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て

同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「同窓会総会」をお祝いして
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本
日
は
、
ご
来
賓
、
恩
師
の
皆

様
を
は
じ
め
、
大
勢
の
同
窓
生
の

ご
参
加
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
の
同
窓
会

総
会
運
営
幹
事
年
の
昭
和
五
六
年
、

平
成
三
年
、
平
成
一
三
年
の
卒
業

生
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
報
へ
の
広
告
協

賛
を
頂
い
た
方
々
や
、
協
賛
金
を

お
送
り
頂
い
た
皆
様
に
も
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
同
窓
会
テ
ー
マ

は「
創
造
と
躍
動
、 
N
E
X
T 

S
 T 

A
G
E
」
で
す
。
岐
阜
高
校
創
立

一
五
一
年
に
あ
た
り
、
伝
統
を
大

切
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

を
創
造
し
躍
動
し
て
い
こ
う
と
考

え
ま
し
た
。

　

今
年
の
同
窓
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
三
年
間
、

昨
年
の
岐
阜
高
校
創
立
一
五
〇
周

年
記
念
式
典
を
経
て
、
五
年
ぶ
り

と
な
る
通
常
開
催
の
同
窓
会
に
な

り
ま
す
。
準
備
期
間
も
昨
年
一
〇

月
末
の
一
五
〇
周
年
記
念
式
典
か

ら
七
カ
月
と
短
く
、
さ
ら
に
五
年

の
間
に
印
刷
費
・
通
信
費
と
く
に

懇
親
会
の
食
事
代
が
値
上
が
り
し

て
お
り
、
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の

同
期
の
仲
間
と
一
〇
年
前
の
同
窓

会
で
活
躍
さ
れ
た
平
成
三
年
の
方

た
ち
、
新
た
に
参
加
頂
い
た
平
成

一
三
年
の
方
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
、
な
ん
と
か
本
日
の
開
催
に

漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

準
備
を
進
め
て
い
く
中
で
、
多
く

の
同
窓
生
と
関
わ
り
、
岐
阜
高
校

同
窓
生
の
優
秀
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
は
的
確
で
有
益
な
助
言

を
頂
き
、
幹
事
年
は
協
調
性
を
保

ち
な
が
ら
も
適
切
に
行
動
し
、
て

き
ぱ
き
と
諸
事
を
段
取
り
良
く
こ

な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
誇
ら
し
く

令和六年度同窓会総会運営委員会　委員長　加納　正嗣

も
頼
も
し
い
同
窓
会
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。

　

会
報
で
は
文
武
両
道
を
目
指
し

て
い
る
母
校
の
方
針
に
沿
い
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
で
活
躍
し
た
三
名
の

同
窓
生
に
集
ま
っ
て
頂
き
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
銀
行
頭
取
、

映
画
配
給
会
社
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
会
社
の
代
表
取
締
役
の
方

た
ち
の
お
話
は
興
味
深
く
、
示
唆

に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
恩
師
の
先
生
や

幹
事
年
の
同
窓
生
の
文
章
な
ど
の

懐
か
し
い
内
容
も
掲
載
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
同
窓
会
が
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
同
窓
生
と
の
旧
交
を
温
め
、

今
後
の
さ
ら
な
る
友
情
を
醸
成
し

て
い
く
機
会
に
な
る
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

コロナ禍を乗り越えて、
五年ぶり通常開催の同窓会

式次第
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令和６年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　式次第

令和６年６月２日（日）　会場：岐阜グランドホテル

１．総会（11:00～11:40）

　　開会の辞

　　黙祷

　　同窓会会長挨拶　　　　　　会　長　　　　　遠藤　宏治

　　学校長挨拶　　　　　　　　校　長　　　　　石田　達也

　　議案審議
　　　第１号議案　令和５年度事業報告
　　　第２号議案　令和５年度決算報告ならびに監査報告
　　　第３号議案　岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業（GK150）
　　　　　　　　　事業報告、決算報告ならびに監査報告
　　　第４号議案　岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案）
　　　第５号議案　令和６年度事業計画（案）
　　　第６号議案　令和６年度予算（案）

　　感謝状贈呈

　　閉会の辞

２．懇親会（11:55～14:00）

　　開会の言葉　令和６年度同窓会総会運営委員会　　委員長　　加納　正嗣

　　恩師紹介

　　アトラクション　　　　　　　　　　　　　　　　歌　手　　神谷　ひとみ（昭和56年卒）

　　乾杯　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　　　　　　会　長　　尾関　良平

　　歓談

　　令和７年度同窓会総会運営委員会　委員長紹介　　委員長　　山田　秀夫　（昭和57年卒）

　　校歌斉唱

　　閉会の言葉　令和６年度同窓会総会運営委員会　　副委員長　奥田　勝彦

以上
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議　　　　　事

＜第１号議案＞
　令和５年度事業報告

岐阜高等学校創立150周年記念事業
第１回役員会　　　　　　４月20日　　岐阜高校
第２回役員会　　　　　　９月12日　　岐阜高校
第３回役員会　　　　　　１月31日　　岐阜高校

≪　参考　≫
令和５年度　在京（首都圏）同窓会総会　７月２日　東京ドームホテル

＜第５号議案＞
　令和６年度事業計画（案）

第１回役員会　　　　　　４月23日　　岐阜高校
同窓会総会　　　　　　　６月２日　　岐阜グランドホテル
第２回役員会　　　　　　９月10日　　岐阜高校
基調講演会（同窓会主催）　11月８日　　岐阜高校　講師：信田さよ子　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年卒、臨床心理士）
第３回役員会　　　　　　２月４日　　岐阜高校

≪　参考　≫
令和６年度　在京（首都圏）同窓会総会　７月７日　東京ドームホテル



第２号議案
令和５年度岐阜高等学校同窓会　決算報告

10
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　岐阜県立岐阜高等学校は、1873（明治６）年に仮中学として開校され、2023（令和５）年には創立150周年を
迎えた。これを記念して以下のとおり記念事業を実施した。

１　名称　　岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業
　・略称…　「ＧＫ150」（ジーケー・イチゴーマル）
　・スローガン…　Unleash Your Possibilities（岐高魂を世界へ解き放て）
　・シンボルマーク

２　後援　　岐阜県教育委員会

３　実行委員会
　・準備及び運営は同窓会・ＰＴＡ・学校で構成する「岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業実行
　　委員会」が行った。実行委員長は遠藤宏治氏（昭和49年卒）が務めた。
　・同窓会には，創立150周年記念事業幹事学年（昭和55年卒・平成２年卒・平成12年卒）が含まれる。

４　記念事業（祝賀会含む）の予算
　・予算収入総額は、98,153,102円となった。内訳は以下。
　　　①同窓会からの拠出分（15,000,000）　　②ＰＴＡからの拠出分（10,000,000）
　　　③寄付金（66,113,102）　　　④会費収入（6,785,000）　　⑤その他（255,000）

５　寄付金の募集結果
　・クレジットカード、銀行振込による払込方法を採用。
　・法人130件30,313,212円、個人1,189件35,799,890円、合計1,319件66,113,102円の寄付をいただいた。
　・全寄付者のご芳名を記念誌に記載。個人２万円、法人５万円以上については記念誌を贈呈。
　　個人10万円、法人30万円以上については銘板に記載し、岐阜高校校史資料室で掲示。

６　記念事業の内容
（１）「グローバルリーダー養成事業」支援

　社会の多様な場面でグローバル化が進む中，グローバルな視点をもって様々な分野で活躍できるリーダー
の養成が求められている。岐阜高校の「グローバルリーダー養成事業」を長期にわたって資金面で支援し，「グ
ローバルリーダー養成事業」に貢献する。
　総額1,500万円とし、令和５年度に第一回助成を76万円行い、残額1,424万円を「グローバルリーダー養成
事業特別会計」として同窓会が管理し、今後支援を続けていく。

（２）「林間学舎リニューアル」実施
　林間学舎（遊學館）が1968（昭和43）年に竣工して50年余が経過した。〝岐高魂〟の象徴とも言える林間学舎
のリニューアルを行った。さらには，林間学舎がもつ役割の将来的な広がりとして，体験や交流を通して教
育に使用される場となることを期待する。
　食堂において、①気密性や断熱性を向上するサッシ工事、②壁の一部に無垢材を使用し木のぬくもり溢れ
る空間を演出、③世界とつながるインターネット空間創出のため大型スクリーンと音響設備、を整備した。

（３）「記念式典・記念講演会」実施
　記念式典と共に、在校生に対してグローバルリーダーとしての意識醸成につながる講演を実施した。

〔記念式典〕　2023（令和５）年10月29日（日）　9：30～10：55　長良川国際会議場さらさーら
　生徒を含め1,783名の参加。書道部パフォーマンス、音楽部による国歌斉唱、挨拶、功労者紹介、来賓挨拶、
アトラクション「150周年記念事業の軌跡」、生徒代表挨拶、校歌斉唱・応援団エールといった内容で、厳粛
で簡素な中にも、感動あり、笑いありの充実した内容となった。

＜第３号議案＞
岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業（GK150）事業報告
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　〔記念講演会〕2023（令和５）年10月29日（日）　11：10～12：30　長良川国際会議場さらさーら
　　講師：大栗　博司（昭和55年卒）　東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構機構長
　　テーマ：人生で大切なことは岐阜高校で学んだ

　生徒を含め1,817名の参加。日本・アメリカでの研究活動や内容に触れながら、岐阜高校で学んだこと
やキャリアの選択について語られた。そして身近なテーマから宇宙の誕生についてご紹介され、「岐阜高
校は世界への窓を開き、私を自由にしてくれた」という言葉で締めくくられた。

（４）「親善野球大会」実施
　・対戦校…　青山学院高等部（岐阜高校と並んで最古の高校野球部）
　・期日と会場 … 2023（令和５）年５月21日（日）　10：00～（有観客）　岐阜メモリアルセンター長良川球場
　・古田知事・柴橋岐阜市長の臨席も賜り、晴天の中、８－３で岐阜高校が勝利した。

（５）「記念誌」発行
　A４無線綴じ上製本冊子、ブックケースあり、288ページの記念誌を2,700冊作成した。
　内容は、導入部（校歌、校旗、校舎遠景など）、挨拶、周年事業紹介、歴史、特集座談会「岐高魂を世界へ
解き放て」、資料編、寄付者一覧、あとがき、などで構成した。
　式典・講演会の様子を掲載し、速やかに発送した。
　また、岐阜高校の過去のエピソードを記載した「古往今来（A５中綴じ冊子32ページ）」1,870冊も作成した。

（６）「岐阜高校向け記念品」寄贈
　岐阜高校卒で東京大学名誉教授であり、現岐阜高校校舎の基本設計者である大野秀敏様に依頼し、「これ
までの150年・これからの150年」と題したモニュメントを制作し寄贈した。
　9/26に除幕式を行い、プロムナードの北から南に設置されたモニュメント（照明付）16基が披露された。
　また、岐阜高校「校旗」を新規に制作し寄贈した。

（７）特別展「岐阜高校の歴史を振り返りつつ」の実施（岐阜高校主催・同窓会協力）
　在校生徒及び同窓生の作品（絵画・彫刻・書・写真等）を中心として展示し、合わせて創立150周年を記念
し歴史を振り返る展示も行った。（岐阜県教育委員会 後援）
　　・会期：令和５年７月13日（木）（準備日）、14日（金）～23日（日）（14:00～18:00搬出）
　　・会場：岐阜県美術館県民ギャラリー
　美術・書道・写真・文芸部生徒の作品150点、卒業生作品、旧校舎にて使用されていたもの、学校所有の
熊谷守一「椿」など合計約200点を展示し、1,151人の来館者を迎え入れ、大変賑わいのある特別展となった。

（８）「生徒向け先輩講演会」実施
　6/9、7/6、9/28の３回、生徒向けに先輩講演会を実施した。
統一テーマ　「Unleash Your Possibilities（岐高魂を世界に解き放て）」
講師　①国立国際医療研究ｾﾝﾀｰ病院　理事・病院長　杉山温人氏（S50年卒）　
　　　②独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構　理事長　細野哲弘氏(S46年卒)
　　　③国際連合監査部　監査役　石井久哉氏（S49年卒）　

（９）同窓会事務局の設置
　岐阜高校の校史資料室に同窓会事務局を設置した。

（10）その他事業
・期間中にGK150のWebサイトを作成し情報発信をした。
・式典・祝賀会案内状送付のタイミングに合わせ、6/23に新聞広告でGK150の案内を行った。
・同窓会Webサイトのリニューアルを行った。
・同窓会管理の「卒業生データベース」のリニューアルを行うとともに、「個人情報保護方針」を策定した。

７　記念祝賀会
　・期日：2023（令和５）年10月29日（日）　13：00～15：00
　・会場：都ホテル岐阜長良川
　　699名の参加。想定以上の参加者数で、メイン会場とサブ会場２会場での開催となり、盛況となった。

８　記念事業（祝賀会含む）の決算
　・予算収入総額に対し、祝賀会会費収入と雑費で差額が発生し、決算収入総額が98,318,731円となった。
　・決算支出総額が85,342,911円となり、繰越金が12,975,820円発生した。
　・繰越金は「母校支援特別会計」として、同窓会が管理し、学校の支援要請に対し拠出をしていく。



第３号議案
岐阜県立岐阜高等学校創立150周年記念事業（GK150）決算報告
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名誉顧問 　古田　　肇 （昭和41年卒）

顧　　問 　杉山　幹夫 （昭和20年卒） 　野々垣　孝 （昭和31年卒）

　森川　幸江 （昭和40年卒） 　水谷　邦照 （昭和41年卒）

　木方伸一郎 （昭和46年卒） ＊遠藤　宏治 （昭和49年卒）

名誉会長 　石田　達也 （昭和57年卒）校長

会　　長 ＊村瀬　幸雄 （昭和50年卒）

副 会 長 　松波　英寿 （昭和50年卒） 　神谷眞弓子 （昭和51年卒）

　杉山　文康 （昭和54年卒） 　　伊在井みどり（昭和54年卒）

　佐伯　淑子 （昭和55年卒） 　早川　　徹 （昭和61年卒）

　國井　重宏 （昭和61年卒） 　伊藤　知子 （平成5年卒）

＊瀬川　典秀 （平成8年卒） ＊四ツ橋憲彦 （平成13年卒）

会　　計 　早川　　徹 （昭和61年卒） ＊國井　重宏 （昭和61年卒）

監　　査 ＊馬場　美穂 （平成元年卒） ＊後藤栄一郎 （平成5年卒）

＊三浦　陽平 （平成8年卒）

＊の方は新任の候補者です。その他の方は再任候補者です。

＜第４号議案＞
岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案）



第６号議案
令和６年度岐阜高等学校同窓会　予算（案）
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第 1 条 （名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
第 2 条 （目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
第 3 条 （組織）本会は次の会員を以て組織とする。
 ○正会員
 　岐阜県岐阜中学校卒業生
 　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
 　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
 　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
 　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
 　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
 　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
 　その他理事会の議を経て、会長の承認した者
 ○特別会員　　現職員・旧職員
第 4 条 （役員）本会は次の役員をおく。
 　名誉顧問・顧問　　若千名　　　　理事会に於いて推挙する。
 　名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
 　会　長　　　　　　１名　　　　　総会に於いて選出する。
 　副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於いて選出する。
 　監　査　　　　　　若干名　　　　総会に於いて選出する。
第 5 条 （役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
 　会長は会務を総括し、総会・理事会・幹事会を召集し、その議長となる。
 　副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは代行する。
 　会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
 　監査は会計を監査する。
 　顧間は会長の諮間にこたえる。
第 6 条 （役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
第 7 条 （総会）本会の目的を達成するため、毎年1回総会を開く。
 　　　但し必要のある場合は臨時総会を開く。
第 8 条 （入会金）正会員は入会金を納入する。
第 9 条 （経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
第10条 （会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月31日で終わる。
第11条 （支部）本会には支部を設けることができる。
第12条 （同窓会事務局所在場所）岐阜市大縄場３の１、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。
 　　　事務局には、若干名の事務局員をおくことができる。

（令和４年６月５日　一部改訂）

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約
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2024年2月15日午後　三井住友銀行本店にて
座談会参加者（敬称略） 唐沢理恵、福留朗裕、増田英明、加納正嗣（司会担当）

Spring Talk in Marunouchi

お茶の水女子大学卒業後、ノエビアに入社。1994年32歳で同社初の
女性取締役に就任、マーケティング部門を担当。2000年同社取締役
を退任し、㈱パーソナルデザインを設立。政治家・経営者のヘアスタ
イル、服装、話し方などの自己表現を指南。大垣市議会議員。

20世紀FOX等で映画配給、製作を経験し、2015年エレファント
ハウス代表取締役、2020年新たなチャレンジとしてラビットハウ
スを設立。2024年には子供たちの情報リテラシーを育むプロジェ
クトとして一般社団法人キッズインシネマを設立し理事に就任。

三井住友銀行頭取CEO。1985年一橋大学卒、三井銀行
（現三井住友銀行）入行。国際金融畑を長く歩み英国や中
国、米国などに駐在。トヨタ自動車常務役員を経て
2021年三井住友銀行専務執行役員。2023年より現職。

令和6年度岐阜高校同窓会運営委員会委員長・
あかなべキッズクリニック院長

唐沢 理恵

加納 正嗣

増田 英明 福留 朗裕

本
文
に
あ
わ
せ
て
直
し
ま
し
た
。
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時
代
は
、
大
竹
先
生
の
あ
と
、

夏
目
先
生
が
県
岐
商
か
ら
や
っ
て
き
て
さ
ら

に
強
く
な
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

増
田 

男
子
バ
ス
ケ
部
部
員
は
四
人
だ
っ
た

ん
だ
よ
な
ぁ
。
バ
ス
ケ
は
五
人
制
な
の
に
。

福
留 

最
初
に
入
っ
た
時
は
一
五
人
く
ら
い

い
た
ん
だ
け
ど
ね
。

五
つ
の
高
校
で
リ
ー
グ
戦
を
す
る
や
つ
っ
て

な
ん
て
言
っ
た
ん
だ
っ
け
？

増
田 “
五
校
リ
ー
グ
”だ
っ
た
か
な
。

（
※
五
校
リ
ー
グ
と
は
、
岐
阜
・
加
納
・
岐
山
・

岐
阜
北
・
長
良
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
）

福
留 

男
子
バ
ス
ケ
部
は
辞
め
ち
ゃ
っ
た
人

が
多
か
っ
た
割
に
は
結
構
い
い
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
下
級
生
に
す
ご
く
良
い
選

手
が
二
人
く
ら
い
入
っ
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。

最
後
の
県
大
会
で
強
豪
の
岐
阜
農
林
に
負
け

は
し
た
も
の
の
、
す
ご
く
い
い
試
合
だ
っ
た

ん
だ
よ
。
ス
コ
ア
は
九
〇
対
七
〇
く
ら
い

だ
っ
た
が
内
容
は
大
善
戦
だ
っ
た
。

唐
沢 

男
子
バ
ス
ケ
部
は
強
か
っ
た
ね
。
女

子
は
そ
ん
な
で
も
な
か
っ
た
か
な
？

福
留 

男
子
バ
ス
ケ
部
は
夏
目
先
生
と
、
あ

と
下
級
生
に
い
い
選
手
が
入
っ
た
こ
と
が
強

く
な
っ
た
理
由
か
な
。

一
つ
下
の
学
年
の
杉
山
君
と
も
う
一
つ
下
の

林
く
ん
が
良
か
っ
た
ん
だ
よ
。
一
九
〇
㎝
く

ら
い
あ
っ
て
俊
敏
に
動
け
た
ん
だ
よ
。

唐
沢 

隣
同
士
で
練
習
し
て
い
た
け
ど
、
全

然
覚
え
て
い
ま
せ
ん
ね
、、、
笑

増
田 
岐
阜
農
林
は
最
初
は
二
軍
が
出
て
く

る
ん
だ
よ
ね
。

我
々
は
二
軍
に
は
負
け
て
な
く
て
、
ス
コ
ア

で
有
利
に
な
る
と
一
軍
が
出
て
き
て
、
相
手

は
休
憩
し
て
万
全
な
状
態
で
出
て
く
る
わ
け

で
、
そ
こ
に
疲
れ
気
味
で
対
戦
す
る
。
そ
ん

な
試
合
だ
っ
た
ね
。

加
納 

（
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
）山
王
工
業
高
校

の
モ
デ
ル
の
能
代
工
業
高
校
み
た
い
だ
よ

ね
。

増
田 

リ
バ
ウ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
掴
も
う
と

ゴ
ー
ル
下
に
飛
び
込
ん
で
ジ
ャ
ン
プ
す
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
す
る
と
次
の
瞬
間
、

気
づ
い
た
ら
床
に
寝
て
い
る
ん
で
す
よ
。
完

全
に
弾
き
飛
ば
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
。

福
留 

そ
れ
、
覚
え
て
る
。
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

み
た
い
だ
っ
た
よ
ね
。

▼
海
外
で
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

増
田 

バ
ス
ケ
の
話
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
福

留
さ
ん
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
話
が
す
ご
く

聞
き
た
い
ん
で
す
よ
。

高
校
を
卒
業
し
た
後
に
会
っ
た
時
に
、「
歯

が
折
れ
る
な
ん
て
よ
く
あ
る
ん
だ
。」
っ
て

言
っ
て
た
で
し
ょ
。
そ
れ
っ
て
大
変
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
京
都
の
チ
ー
ム
で

や
っ
て
い
た
っ
て
聞
い
た
事
が
あ
る
ん
だ
け

ど
。

福
留 

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
チ
ー
ム
に
は
、

京
都
、東
京
.
.
.
あ
と
、香
港
で
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
も
入
っ
た
ね
。

増
田 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
！　

ま
さ
に
本
場

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

座談会
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唐
沢 

や
っ
ぱ
り
本
格
的
？

福
留 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
や
っ
て
た
時
が
一

番
楽
し
か
っ
た
ね
。

本
格
的
だ
し
、
リ
ン
ク
が
近
く
て
、
昼
間
で

も
夕
方
で
も
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。

日
本
だ
と
一
般
向
け
の
営
業
時
間
が
終
わ
っ

た
夜
中
に
し
か
練
習
で
き
な
い
か
ら
。

唐
沢 

ど
う
し
て
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
ろ

う
と
思
っ
た
の
?

福
留 

一
橋
大
に
入
っ
た
と
き
に
バ
ス
ケ
の

チ
ー
ム
を
見
学
し
に
行
っ
た
ん
だ
け
ど
、

一
九
〇
㎝
く
ら
い
の
先
輩
が
自
分
と
同
じ
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド
を
や
っ
て
る

の
よ
。

「
あ
、
こ
れ
で
は
話
に
な
ら
な
い
な
」っ
て
。

だ
け
ど
な
に
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
、
冷
静
に
自
分
が
活
躍
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
は
な
に
か
考
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
が

素
人
が
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

増
田 

さ
す
が
。
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
分
析
し

て
た
よ
ね
。

加
納 

僕
も
大
学
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー

を
や
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、同
じ
理
由
で
す
。

増
田 

や
り
続
け
ら
れ
る
っ
て
こ
と
が
、
素

晴
ら
し
い
。

福
留 

そ
こ
は
た
ま
た
ま
だ
け
ど
。
い
ろ
い

ろ
な
国
に
行
っ
て
も
チ
ー
ム
に
入
れ
た
し
、

最
後
は
S
M
B
C
カ
ナ
ダ
の
社
長
と
し
て
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
本
場
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
り
、縁
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

増
田 

完
全
に
本
場
だ
な
ぁ
。

福
留 

大
学
の
卒
論
も
、
北
米
経
済
統
合
っ

て
言
っ
て
、「
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
自
由

貿
易
協
定
」と
い
っ
た
卒
論
を
書
い
て
い
て
、

人
生
っ
て
い
ろ
い
ろ
繋
が
っ
て
く
る
、
す
ご

い
経
験
も
し
ま
し
た
ね
。

増
田 
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
ん
だ
。

ど
う
し
て
も
怪
我
を
し
て
し
ま
う
と
思
う
ん

だ
け
ど
、
仕
事
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
の
？

福
留 

結
構
す
ご
い
顔
を
し
て
会
社
に
行
っ

た
り
し
た
ね
。
歯
が
折
れ
た
ま
ま
営
業
に
出

か
け
て
。
お
客
さ
ん
に
ギ
ョ
ッ
と
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
よ
。

で
も
ね
、
北
米
で
取
引
先
の
白
人
の
お
客
さ

ん
と
話
す
と
き
に
、「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を

や
っ
て
る
ん
だ
」
っ
て
言
っ
た
ら
す
ご
く
受

け
が
い
い
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
話
題
で
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
は
オ
ッ
ケ
ー
っ
て
い
う
か
、「
え
？
日
本

人
で
や
っ
て
る
奴
い
る
の
？
」
っ
て
い
う
反

応
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
よ
。

▼
映
画
配
給
に
つ
い
て

加
納 

高
校
の
頃
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
話
も
然

る
こ
と
な
が
ら
、
高
校
で
の
勉
強
や
経
験
が

社
会
で
役
に
立
っ
た
話
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
?

増
田
君
も
外
国
の
人
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
交
渉

を
し
て
、
日
本
で
の
映
画
の
興
行
権
を
買
っ

て
き
た
り
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

増
田 

銀
行
と
は
レ
ベ
ル
が
違
う
と
思
う
ん

で
す
。こ
ち
ら
は
お
金
を
出
す
ほ
う
で
し
ょ
。

い
い
加
減
な
英
語
で
も
向
こ
う
が
聞
い
て
く

れ
る
。

福
留 

そ
の
お
金
は
ど
う
し
て
る
の
?

増
田 

三
井
住
友
銀
行
か
ら
お
借
り
し
た
い

と
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど（
笑
）

実
際
の
話
、
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
が
そ
ん
な
に
大

き
く
な
い
か
ら
、
自
己
資
金
で
や
っ
て
い
け

て
ま
す
。

座談会
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全
員 

で
き
る
ん
だ
。
す
ご
い
ね
。

増
田 

ホ
ン
ト
大
し
た
こ
と
な
い
で
す
。

海
外
作
品
の
映
画
配
給
は
、
こ
れ
か
ら
増
や

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
邦

画
に
関
し
て
は
、
企
画
を
創
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
お
金
を
集
め
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

撮
影
現
場
を
仕
切
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
、

役
割
が
わ
か
れ
て
い
て
、
私
は
お
金
を
集
め

る
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
、
笑
。

企
画
や
脚
本
に
口
を
出
し
た
り
、
公
開
ま
で

の
配
給
調
整
を
行
な
い
、
あ
る
程
度
、
結
果

を
出
し
て
き
た
の
で
、
お
金
を
預
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
留 

資
金
の
リ
ス
ク
は
自
分
で
持
っ
て
な

い
ん
だ
ね
。

増
田 

大
き
な
リ
ス
ク
は
怖
く
て
、、、。

福
留 

リ
ス
ク
が
あ
る
商
売
だ
も
ん
ね
。

増
田 

本
当
に
水
商
売
。

映
画
館
っ
て
、
年
間
で
、
た
か
だ
か

二
〇
〇
〇
億
円
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
で
す

よ
。
日
本
人
が
映
画
館
に
年
間
で
払
う
お
金

ね
。

福
留 

二
〇
〇
〇
億
円
し
か
な
い
の
?

増
田 

そ
う
。
そ
れ
く
ら
い
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ん
で
す
。
た
だ
、
実
際
そ
の
後
で
ビ
デ
オ

に
な
っ
た
り
、
配
信
に
売
っ
た
り
す
る
別
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
あ
る
ん
だ
け
ど
。

福
留 

大
ヒ
ッ
ト
し
て
二
〇
〇
億
円
と
か

い
っ
て
る
も
ん
ね
。

増
田 

そ
う
。
そ
ん
な
レ
ベ
ル
。

だ
か
ら
僕
ら
が
細
か
く
や
っ
て
い
れ
ば
、
例

え
ば
僕
が
最
初
に
手
掛
け
た
映
画『
あ
ん
』

（http://an-m
ovie.com

/

）っ
て
い
う
樹

木
希
林
さ
ん
の
映
画
は
、
五
億
五
千
万
円

い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
配
給
手
数
料
だ
け
で
、
五
千
万

入
っ
ち
ゃ
う
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
会
社
で
自
己
資
金
で
や
っ
て

い
る
か
ら
、
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
は
安
泰
な

わ
け
。

だ
か
ら
そ
ん
な
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
規
模
な

ん
で
す
よ
ね
。
我
々
。
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
の
映
画
業
界
は
。

加
納 

今
日
の
夜
便
で
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画

祭
に
行
く
ん
で
し
ょ
?

そ
う
す
る
と
向
こ
う
で
当
然
い
ろ
い
ろ
な
人

と
英
語
を
話
す
わ
け
で
す
よ
ね
？

増
田 

で
も
僕
は
留
学
経
験
が
な
い
の
で
、

基
本
的
に
も
の
す
ご
く
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
英

語
で
す
。

加
納 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
英
語
だ
と
し
て
も
、

岐
阜
高
で
英
語
の
勉
強
っ
て
何
を
や
っ
た
か

よ
く
覚
え
て
い
な
い
な
。
で
も
高
校
の
勉
強

で
語
彙
力
だ
け
は
つ
い
た
よ
ね
。
単
語
を
一

生
懸
命
覚
え
た
か
ら
。

増
田 

英
語
は
担
任
の
太
田
先
生
で
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
っ

て
反
省
し
て
お
り
ま
す
、、、
苦
笑
。

毎
回
授
業
の
最
初
に
一
〇
点
満
点
の
単
語
テ

ス
ト
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
た
ま
に
満
点
に

な
る
と
、
太
田
先
生
か
ら
、
赤
ぺ
ン
で

“Congratulation

”っ
て
書
い
て
あ
る
ぐ

ら
い
、
普
段
は
出
来
て
な
い
生
徒
で
し
た
。

高
校
の
時
に
何
が
役
立
っ
た
か
み
た
い
な
話

が
冒
頭
に
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
偶
然
と
い

う
か
ラ
ッ
キ
ー
と
い
う
か
、
岐
阜
高
校
に
入

る
こ
と
が
出
来
て
、
周
り
が
優
秀
な
人
ば
っ

か
り
だ
っ
た
か
ら
、
卒
業
し
て
も
周
り
の
人

達
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
し
、
道
を
間
違
え

ず
に
な
ん
と
か
生
き
残
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す（
笑
）

座談会
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▼
人
脈
、
ビ
ジ
ネ
ス

加
納 
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
、
岐
阜
高
校
で

よ
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

唐
沢 

私
の
場
合
は
、
人
脈
で
す
ね
。

本
当
に
み
ん
な
優
秀
な
人
ば
か
り
で
。
東
京

の
大
学
に
行
っ
て
卒
業
し
て
、
東
京
で
就
職

し
て
、
ノ
エ
ビ
ア
で
役
員
に
な
っ
て
か
ら
、

在
京
岐
阜
県
人
会
に
よ
く
行
く
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
こ
か
ら
の
繋
が
り
が
結
構
大
き
か
っ

た
で
す
ね
。

あ
の
頃
、
当
時
の
梶
原
拓
知
事
や
古
田
肇
知

事
と
よ
く
お
会
い
し
ま
し
た
。
お
二
人
は
岐

阜
高
校
出
身
で
す
し
。
ま
た
、
企
業
の
役
員

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
が
岐
阜
高
校
の
出
身
な
の

で
、
私
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
プ
ラ
ス
に
な

り
ま
し
た
。

加
納 

唐
沢
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

最
近
の
若
者
は
、
お
そ
ら
く
終
身
雇
用
制
を

あ
て
に
し
て
い
な
く
て
、
当
た
り
前
に
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
唐
沢
さ
ん
は
三
十
代

で
、
ノ
エ
ビ
ア
の
取
締
役
に
な
っ
て
、
そ
の

ま
ま
在
籍
し
て
い
れ
ば
、
ノ
エ
ビ
ア
の
出
世

路
線
を
い
く
ら
で
も
行
け
そ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
い
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
辞
め
て
、
ご
自
身
で
仕
事
を
立
ち
上

げ
て
、
今
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
進

む
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

唐
沢 

三
二
歳
で
役
員
に
な
っ
た
の
は
い
い

の
で
す
が
、
そ
の
若
さ
で
役
員
に
な
る
っ
て

い
う
の
は
会
社
の
戦
略
で
も
あ
っ
た
わ
け
で

す
よ
。
女
性
を
大
抜
擢
す
る
と
い
う
。

会
社
四
季
報
に
そ
の
会
社
の
家
族
以
外
の
女

性
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
い
時

代
だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
は
、
役

員
に
な
る
の
が
若
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

在
任
中
、
海
外
で
の
商
品
開
発
を
行
っ
て
、

「
メ
イ
ド
イ
ン
～
」と
い
う
商
品
を
投
入
し
た

ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
ノ
エ
ビ
ア
で
や
っ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
、
売
上

増
に
寄
与
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
あ
る
と
き

「
唐
沢
さ
ん
は
取
締
役
な
の
で
、
あ
ま
り
自

分
で
海
外
に
行
っ
た
り
、
リ
ス
キ
ー
な
こ
と

を
バ
ン
バ
ン
や
ら
な
い
で
、
落
ち
着
い
て
東

京
に
い
て
く
だ
さ
い
」
み
た
い
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
ん
で
す
よ
。

福
留 

な
ん
で
だ
ろ
う
。
古
い
考
え
方
だ
ね
。

唐
沢 

そ
う
、
古
い
わ
よ
ね
。
そ
の
後
は
、

海
外
出
張
は
部
下
の
人
た
ち
に
お
任
せ
し

て
、、、
あ
る
種
、
経
験
を
積
め
た
か
ら
、
そ

れ
は
そ
れ
で
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
ね
、
グ
ラ
ス
シ
ー
リ
ン
グ（
※
組
織
内
に

お
い
て
、
能
力
が
あ
り
、
成
果
を
出
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
別
や
人
種
な
ど
を

理
由
に
昇
進
で
き
な
い
状
態
）は
あ
る
わ
け

で
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
こ
と
は
や
っ
た
け
れ
ど
、

そ
こ
か
ら
先
に
行
く
の
は
ど
う
な
の
か
な
。

で
も
三
〇
代
だ
っ
た
し
、
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク

す
る
面
白
い
こ
と
を
し
た
い
な
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
や
り
た
い
な
と
考
え
て
、
子
会
社
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

女
性
を
美
し
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て

き
た
け
れ
ど
も
、
ノ
エ
ビ
ア
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
た
ち
、
世
の
中
の
政
財
界
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
を
美
し
く
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
た
ん
で
す
。

福
留 

イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
だ
ね
。

弊
社
も
一
部
の
役
員
が
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
ん
だ
け
ど
、そ
う
い
う
仕
事
だ
よ
ね
。

唐
沢 

そ
う
そ
う
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う

ち
に
、
出
資
し
て
く
れ
る
人
も
出
て
き
た
の

よ
。

私
は
三
二
歳
の
若
さ
で
役
員
に
な
っ
て
し

座談会
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ま
っ
た
か
ら
、
最
初
は
財
務
諸
表
も
あ
ま
り

読
め
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
早
稲

田
大
学
で
M
B
A
を
勉
強
し
始
め
た
。

そ
こ
で
学
ん
だ
の
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン

チ
ャ
ー
論
。
会
社
の
中
で
起
業
す
る
た
め
の

勉
強
だ
っ
た
か
ら
、色
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
会
社
の
V
I
P
の
見

た
目
を
磨
く
ビ
ジ
ネ
ス
だ
っ
た
け
ど
、
な
か

な
か
会
社
は
動
か
な
い
。

す
る
と
、
お
金
を
出
し
て
も
い
い
と
い
う
人

が
出
て
き
た
ん
で
、
自
分
で
や
っ
ち
ゃ
っ
た

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
三
八
歳
の
時
。
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
の
塊
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
笑

福
留 

人
に
任
せ
る
よ
り
自
分
が
や
り
た
い

人
だ
よ
ね
。

唐
沢 

人
に
任
せ
る
の
も
好
き
で
す
よ
。

だ
け
ど
、
任
せ
る
時
に
は
バ
ー
ン
と
任
せ

ち
ゃ
う
。

自
分
の
部
下
を
崖
か
ら
突
き
落
と
す
タ
イ
プ

か
な
。
笑　
そ
う
い
う
感
じ
な
の
で
、
育
つ

人
は
や
け
に
育
つ
け
れ
ど
も
、
つ
ぶ
れ
る
人

も
い
る
か
な
？

組
織
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

な
の
で
、
企
業
内
起
業
よ
り
独
立
し
て
自
分

で
や
っ
た
方
が
い
い
か
な
と
い
う
の
が
そ
の

時
の
判
断
で
す
ね
。

福
留 

世
の
中
で
は
、
や
は
り
グ
ラ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
が
あ
る
も
の
な
の
？

唐
沢 

日
本
で
は
女
性
役
員
比
率
が
今
頃
話

題
に
あ
が
っ
て
い
る
か
ら
ね
。
ノ
エ
ビ
ア
は

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
早
か
っ
た
よ
ね
。
と
に
か
く

シ
ー
リ
ン
グ
を
壊
し
て
ほ
し
い
で
す
。
我
々

も
サ
ポ
ー
ト
し
な
い
と
ね
。

私
が
社
会
に
い
て
、
絶
対
お
か
し
い
！
と
思

う
こ
と
は
、“
前
例
が
な
い
か
ら
”っ
て
い
う

言
葉
。“
前
例
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
”っ
て

言
わ
れ
た
瞬
間
に
も
う
暴
れ
た
く
な
る
ん
で

す
よ
ね（
笑
）

福
留
君
は
、
御
社
の
中
で
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
改
革
派
で
し
ょ
？

福
留 

自
分
の
こ
と
を
改
革
派
と
い
う
人
は

あ
ま
り
い
な
い
と
思
う
け
ど
、
僕
は
多
分

そ
っ
ち
か
な
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
生
き
て
い
け
な
い
く
ら

い
金
融
機
関
を
と
り
ま
く
環
境
も
変
わ
っ
て

い
る
。
当
然
、
銀
行
も
ね
。
慣
習
や
慣
例
に

と
ら
わ
れ
ず
に
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
あ
っ

と
い
う
間
に
他
業
種
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
※
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
考
え
、
新
た
な
市
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
短
期
的
に
事
業
価
値
を
高
め
て
成
長

す
る
企
業
の
こ
と
）に
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
っ
て

代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
あ
り

ま
す
ね
。

加
納 

今
回
の
同
窓
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
三
年

間
と
一
五
〇
周
年
も
あ
り
、
通
常
開
催
が
四

年
間
な
く
て
、
五
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
の

同
窓
会
に
な
る
ん
で
す
。

ち
な
み
に
今
回
の
同
窓
会
の
テ
ー
マ
は
、“
創

造
と
躍
動　
N
E
X
T 

S
T
A
G
E
”と
題

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
本
部
長
か
ら
話
が
あ
っ
た
時
に
、
五

年
前
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
い
て
も
、
だ
い

ぶ
世
の
中
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、

次
の
段
階
・
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
や
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
過
去
の
こ
と

で
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
風
に
し
て

い
こ
う
か
っ
て
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

福
留 

こ
の
前
や
っ
た
の
は
、
通
常
の
同
窓

会
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

加
納 

あ
れ
は
一
五
〇
周
年
で
通
常
開
催
で

は
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
特
別
に
寄
付
と
か

も
募
っ
て
豪
華
だ
っ
た
ん
で
す
。

▼
ゼ
ロ
か
ら
も
の
を
作
り
上
げ
る

唐
沢 

で
も
な
ん
か
ほ
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
も
の

を
作
り
上
げ
る
っ
て
い
う
の
で
言
う
と
、
増

田
君
が
や
っ
て
る
仕
事
な
ん
か
も
あ
る
種
、

そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
?

今
ま
で
な
か
っ
た
作
品
を
作
っ
て
、
そ
れ
で

世
に
出
し
て
い
く
わ
け
で
し
ょ
う
。

増
田 

今
、
唐
沢
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
思
っ

た
の
は
、
僕
は
人
に
任
せ
る
よ
り
、
自
分
が

面
白
そ
う
だ
な
っ
て
思
っ
た
ら
自
分
自
身
で

か
な
り
細
か
く
最
後
ま
で
や
り
た
が
る
人
な

ん
だ
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

加
納 

シ
ナ
リ
オ
を
評
価
す
る
よ
う
な
こ
と

も
や
っ
て
る
ん
だ
っ
け
?

増
田 

あ
れ
は
ね
、
も
と
も
と
20
世
紀
フ
ォ
ッ

ク
ス
と
い
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
会
社
に
い

た
時
に
、
邦
画
を
作
ろ
う
っ
て
こ
と
に
な
っ

て
、
シ
ナ
リ
オ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
資
格
を
取
る

講
座
に
通
っ
て
ま
し
た
。

加
納 

そ
う
い
う
の
を
見
て
、
今
の
仕
事
に

繋
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

増
田 

そ
う
で
す
ね
。

さ
っ
き
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
お
か
げ
で
繋
が

り
が
で
き
た
話
が
あ
っ
た
け
ど
、
私
も
人
間

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
、
あ
り
が

た
い
話
が
舞
い
込
ん
で
く
る
の
で
、
今
の
自

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

唐
沢 

今
何
か
作
っ
て
る
の
?

増
田 

い
ろ
い
ろ
企
画
が
あ
る
の
だ
け
ど
、

邦
画
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
依
頼

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
お

付
き
合
い
で
引
き
う
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
洋
画
の
買
い
付
け
は
、
自
分
の
好
き

な
も
の
を
買
え
ば
良
い
わ
け
で
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
大
き
く
な
い
け
ど
前
向
き
に
進
め
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

唐
沢 

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
こ
と
が
い
い
で

す
よ
ね
。

増
田 

気
持
ち
だ
け
は
い
つ
で
も
青
春
だ
よ

ね
、、、
笑
。
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▼
若
者
た
ち
に
贈
る
言
葉

加
納 

今
の
話
の
中
に
も
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

ア
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
と
め
と
し
て

若
者
た
ち
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

唐
沢 

私
は
今
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
い
ろ

ん
な
会
社
の
ト
ッ
プ
の
人
た
ち
や
政
治
・
財

界
の
人
と
も
接
し
て
い
る
時
に
す
ご
く
思
う

の
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
人
が
多

い
こ
と
。

残
念
な
こ
と
に
記
者
会
見
に
し
て
も
何
に
し

て
も
秘
書
が
書
い
た
原
稿
を
読
み
上
げ
る
方

が
多
い
で
す
よ
ね
。

原
稿
を
読
み
上
げ
る
と
し
て
も
上
手
に
読
み

上
げ
て
く
だ
さ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

棒
読
み
の
人
が
す
ご
く
多
い
。

も
と
も
と
私
が
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
人
が
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た

か
ら
。
そ
の
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ピ
ー
チ
力
だ
と
思
う
ん

で
す
。
な
の
で
、
私
は
若
者
た
ち
に
期
待
す

る
の
は
、
人
前
で
話
を
す
る
こ
と
の
経
験
な

ん
で
す
よ
ね
。

社
長
に
な
る
と
慣
れ
て
き
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

と
笑
顔
も
す
ご
く
上
手
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

人
前
で
話
す
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し

い
。

岐
阜
高
校
の
卒
業
生
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

活
躍
す
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
中
で
躊
躇
せ

ず
人
前
で
表
現
豊
か
に
自
分
が
言
い
た
い
こ

と
・
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
る
。
前
例
主
義

だ
と「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
」と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
若
者
た
ち
が
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

い
っ
た
ら
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

加
納 

福
留
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

福
留 

僕
は
ね
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
聞
か

れ
る
の
で
必
ず
言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ

て
、「
若
い
う
ち
は
、
回
り
道
を
し
て
く
だ

さ
い
。」と
、
伝
え
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
の
若
い
人
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

の
ピ
ー
ク
を
も
の
す
ご
く
手
前
に
置
い
て
い

る
気
が
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
僕
が
そ
う

思
っ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
。

“
と
り
あ
え
ず
、
こ
れ
”っ
て
い
う
目
標
を

持
っ
て
い
る
方
が
多
く
て
、
そ
れ
に
一
直
線

に
行
こ
う
と
す
る
ん
だ
け
ど
、
世
の
中
や
人

生
っ
て
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

大
き
な
波
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
波
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
回

り
道
し
て
、
楽
し
い
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

増
田 

自
分
も
そ
う
だ
っ
た
の
?

福
留 

ま
あ
そ
う
だ
よ
。

増
田 

高
校
の
時
か
ら「
海
外
に
行
っ
て
仕
事

を
す
る
！
」
っ
て
言
っ
て
た
か
ら
、
全
然
ブ

レ
て
な
い
な
と
思
っ
て
た
の
。
今
、
日
本
人

で
、
ブ
レ
て
な
い
の
は
大
谷
翔
平
か
福
留
朗

裕
か
っ
て
、
思
っ
て
ま
し
た
よ
、、
笑

座談会
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唐
沢 

あ
と
将
棋
の
藤
井
聡
太
八
冠
、、
笑

加
納 
若
者
が
挫
折
し
た
時
に
す
ぐ
諦
め
る

の
で
は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
遠
回
り
し
て
も

い
い
か
ら
.
.
.

福
留 

挫
折
す
る
時
間
も
楽
し
む
も
の
だ
っ

て
い
う
こ
と
だ
ね
。

唐
沢 

私
は
思
う
ん
だ
け
ど
、
福
留
さ
ん
み

た
い
に
ブ
レ
て
い
な
い
人
だ
か
ら
こ
そ
、
結

局
回
り
道
を
さ
れ
る
ん
で
し
ょ
。

ブ
レ
る
人
は
自
分
を
変
え
て
い
っ
て
た
ど
り

つ
け
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら
。

だ
け
ど
ブ
レ
な
い
人
は
、
こ
う
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

福
留 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
で
し
ょ
。

全
員 

あ
る
あ
る
。

福
留 

そ
れ
が
前
提
で
回
り
道
し
な
が
ら
楽

し
み
な
が
ら
歩
い
て
ほ
し
い
な
と
思
う
。

若
い
人
に
言
う
な
ら
ね
。

唐
沢 

で
も
回
り
道
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
ね
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

加
納 

予
定
通
り
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
な
ん
と

か
ま
た
元
の
道
に
戻
る
。

ど
う
し
た
ら
戻
れ
る
か
、
明
日
ま
た
頑
張
ろ

う
と
か
ね
。

加
納 

で
は
、
増
田
さ
ん
も
。

増
田 

い
や
い
や
、
私
は
あ
る
意
味
ブ
レ
ブ

レ
な
ん
で
す
。

何
と
な
く
生
き
て
き
た
の
か
、
ブ
レ
て
彷

徨
っ
て
た
の
か
、分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、

結
局
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
肥
や
し
に
す
る
ぞ

と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
、
経
験
だ
け
は
い
ろ

い
ろ
積
も
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
が

良
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
話
し
た
ん
で
す
け
ど
、
岐
阜
高
校
の

卒
業
生
や
同
級
生
が
皆
、
ま
わ
り
で
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
、
僕
も
負
け
ち
ゃ
い
か
ん
な
と

い
う
意
識
は
あ
り
ま
し
た
。

加
納 
増
田
君
は
、
高
二
の
時
の
同
級
生
だ

よ
ね
。

高
三
の
時
に
、
二
年
の
時
の「
一
組
」の
仲
間

を
集
め
て
、
舞
台
演
劇
を
や
っ
て
く
れ
て
、

僕
が
一
応
表
向
き
の
責
任
者
と
し
て
や
っ
て

い
た
の
で
、
見
て
た
ん
だ
け
ど
、
男
子
ク
ラ

ス
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
か
女
子
も
含
め
て
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の

時
に
や
っ
て
い
る
こ
と
と
今
の
仕
事
が
、
ま

さ
に
同
業
種
で
、、
大
学
に
な
っ
て
か
ら
も
、

実
は
、
私
、
岐
阜
大
学
の
医
学
部
の
生
協
の

前
の
自
販
機
の
前
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
る

時
に
、
増
田
君
は
当
時
、
隣
の
建
物
の
岐
阜

県
の
外
郭
団
体
的
な
と
こ
ろ
の
イ
ベ
ン
ト
の

こ
と
を
や
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。

増
田 

そ
の
後
、
二
五
歳
で
東
京
へ
出
て
い
っ

た
ん
で
す
。

加
納 

本
当
に
た
た
き
上
げ
で
、
現
場
か
ら

と
に
か
く
地
道
に
積
み
上
げ
て
、
今
の
と
こ

ろ
に
来
て
い
る
か
ら
、
言
葉
に
重
み
が
あ
る

な
と
、
私
は
思
っ
て
聞
い
て
ま
し
た
。

唐
沢 

言
い
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
付
け
加
え
て
言
う
と
、
日
本
人
っ
て
戦

後
、「
み
ん
な
と
同
じ
格
好
を
し
て
い
れ
ば

い
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
没
個
性
に
な
っ
て

き
て
る
ん
で
す
よ
。で
も
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、

「
自
分
が
し
た
い
格
好
を
し
よ
う
よ
。
自
分

の
個
性
を
ち
ゃ
ん
と
表
そ
う
よ
」
っ
て
言
い

た
い
で
す
ね
。

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
は
ア
メ
リ
カ

流
で
、
私
は
独
自
の
日
本
流
。
ア
メ
リ
カ
流

と
の
違
い
は
、内
面
重
視
で
型
に
は
ま
ら
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ん
で
す
よ
。
江
戸
時
代
の

装
い
は
粋
で
し
た
よ
ね
。
裏
地
の
柄
で
楽
し

む
と
か
。

と
に
も
か
く
に
も
、
変
な
格
好
を
し
て
い
て

も
若
い
う
ち
は
若
気
の
至
り
で
許
さ
れ
ち
ゃ

う
。

で
も
歳
を
と
っ
て
変
な
格
好
で
は
許
さ
れ
な

い
。歳
を
と
っ
て
こ
そ
素
敵
に
な
る
た
め
に
、

失
敗
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
若
い

う
ち
に
そ
の
時
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
る
い
ろ

ん
な
格
好
を
し
て
、
自
分
の
個
性
を
い
ろ
い

ろ
表
現
し
て
欲
し
い
で
す
。

だ
か
ら
私
は
格
好
だ
け
で
な
く
全
て
に
お
い

て
、
前
例
主
義
で
は
な
く
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

座談会
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昭
和
五
六
年
岐
高
を
卒
業
し
四
〇
余
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
同
窓

会
出
席
は
お
ろ
か
、
故
郷
の
岐
阜
に
ほ
と

ん
ど
帰
る
こ
と
も
な
く
生
活
し
て
お
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
者
に
同
窓
会
会
報
の
コ

ラ
ム
寄
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に

恐
縮
す
る
と
共
に
深
謝
し
人
生
の
歩
み
を

振
り
返
り
つ
つ
コ
ラ
ム
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
は
た
っ
た
三
年
で
も
大
学
進

学
を
含
め
、
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
三
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
岐
阜
高
校
に
入

学
し
、
諸
先
生
や
同
級
生
の
皆
さ
ん
と
出

会
い
、
学
び
を
受
け
た
こ
と
が
今
に
繫

が
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
も
、
信
長
や
道

三
と
同
じ
く
金
華
山
山
頂
か
ら
眺
め
た
濃

尾
の
光
景
は
百
折
不
撓
の
精
神
と
共
に
常

に
私
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
私
は
卒
業
後
京
大
医
学
部
に
入
学
し
、

脳
神
経
外
科
医
と
な
り
、
専
門
医
と
し
て

脳
卒
中
や
外
傷
、
脳
腫
瘍
の
臨
床
に
勤
し

み
、
京
大
大
学
院
で
は
く
も
膜
下
出
血
の

コラム

原
因
と
な
る
脳
動
脈
瘤
の
病
理
発
生
を
研

究
し
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
し
か
し

脳
外
科
医
を
二
〇
年
勤
め
た
四
四
歳
の

時
、
美
容
外
科
医
に
転
身
し
四
七
歳
か
ら

東
京
と
大
阪
に
自
ら
の
美
容
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
：
Ｓ
Ｏ
グ
レ
イ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

創
設
開
院
し
、
今
年
で
美
容
外
科
医
と
し

て
一
七
年
目
に
な
り
ま
す
。
ま
た
本
業
と

は
別
に
大
手
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

総
合
メ
ー
カ
ー
D
A
I
W
A

の
沖
釣
り
プ
ロ
ア
ン
グ
ラ
ー

と
し
て
マ
グ
ロ・カ
ン
パ
チ・

ヒ
ラ
マ
サ
な
ど
の
大
物
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
二
〇
年
ほ
ど

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
海
釣
り
を
さ
れ
る

方
な
ら
そ
の
分
野
で
の
私
の

活
動
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
更
に
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
も
活
動
し
、
そ
の
日
常
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
ア
ッ
プ

し
て
お
り
ま
す
。

　
美
容
外
科
医
に
転
身
し
て

か
ら
は
、
私
の
経
歴
や
マ
ル

チ
性
、
外
見
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
注
目
さ
れ「
ロ
ン

リ
ー
侍
ド
ク
タ
ー
」と
し
て
、

私
の
生
き
様
や
私
の
美
容
医

療
が
Ｔ
Ｖ
・
メ
デ
ィ
ア
に
と

り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
重
な

り
、
大
組
織
に
属
さ
ず
医
師

一
人
で
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
由
診
療
の
美
容
外
科
と
い
う
厳
し
い

業
界
で
、
顔
の
若
返
り
に
特
化
し
た
全
国

区
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
東
京
品
川
本
院
、

大
阪
江
坂
院
の
二
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
二
〇
一
〇
年
か
ら
継
続
で
き
て
お
り

ま
す
。

　

　
高
校
時
代
の
同
級
生
の
皆
さ
ん
な
ら
私

が
京
大
に
進
み
、
脳
外
科
医
に
な
る
ま
で

は「
い
つ
も
親
単
片
手
に
勉
強
熱
心
で
真

面
目
だ
っ
た
近
藤
君
ら
し
い
…
」そ
ん
な

印
象
を
持
た
れ
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
そ
の
後
、
東
京
で
美
容
外
科
医
と
し
て

生
活
す
る
姿
を
Ｔ
Ｖ
や
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に

な
る
と「
昔
は
真
面
目
だ
っ
た
の
に
、
変

わ
っ
て
し
ま
い
、ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
？
」

と
、
私
が
別
の
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
高
校
の
時
の
私
も
、
脳
外
科
医

の
私
も
、
美
容
外
科
医
の
私
も
、
釣
り
人

の
私
も
、
ダ
ン
サ
ー
の
私
も
、
ず
っ
と
変

わ
ら
ず
近
藤
惣
一
郎
の
ま
ま
な
の
で
す
。

私
の
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
同
窓
生
の
皆
さ

ん
は
勿
論
、
同
級
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
今

回
の
コ
ラ
ム
で
、
私
と
い
う
人
間
が
何
を

考
え
、
ど
う
生
き
て
き
た
か
。
孤
独
を
恐

れ
る
こ
と
な
く
自
分
を
探
し
求
め
て
き

た
、
そ
し
て
今
も
探
し
求
め
て
い
る
私
の

人
生
と
私
が
行
っ
て
い
る
美
容
外
科
を

自
分
探
し
の
道

近藤惣一郎
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コラム

こ
の
コ
ラ
ム
で
お
伝
え
出
来
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
子
供
の
頃
か
ら
人
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
大
好
き
な
人
間
で
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
精
神
が
旺
盛
な
人
間
で
す
。
注
射
や

手
術
と
い
っ
た
医
師
し
か
出
来
な
い
行
為

で
患
者
さ
ん
の
笑
顔
を
創
る
医
師
と
い
う

職
業
は
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
私
に
は

天
職
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
一
般
の
方
は

勿
論
、
医
療
従
事
者
・
関
係
者
で
あ
っ
て

も
脳
外
科
と
美
容
外
科
は
全
く
異
な
っ
た

医
療
だ
と
お
考
え
の
方
も
多
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
私
は
転
科
す
る
前
も
、
そ
し

て
今
で
も
、
両
者
は
同
じ
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
違
い
は
脳
外
科
を
含
め
一
般

医
療
は
病
気
や
ケ
ガ
を
治
す
も
の
で
、
美

容
外
科
は
病
気
で
は
な
い
患
者
さ
ん
の
顔

や
体
の
悩
み
を
治
す
と
い
う
点
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
に
伴
い
治
療
費
が
一
般
医
療
は

七
割
が
公
費
で
補
わ
れ
る
の
に
対
し
、
美

容
医
療
は
全
て
患
者
さ
ん
負
担
の
自
費
に

な
る
点
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　
美
容
外
科
も
正
し
い
医
療
を
実
践
す
る

た
め
に
は
、良
質
で
安
全
な
機
材
や
注
射
、

高
い
レ
ベ
ル
の
治
療
技
術
が
必
要
で
す
。

そ
れ
な
り
の
材
料
費
や
設
備
費
、
人
件
費

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に「
美
容

外
科
は
高
い
お
金
を
と
っ
て
儲
け
て
い

る
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
そ

う
で
は
な
く
、
国
か
ら
公
費
を
い
た
だ
け

な
い
の
で
患
者
さ
ん
の
支
払
い
が
多
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　　
実
は
こ
の
コ
ラ
ム
の
依
頼
時
に
、
同
級

生
の
女
性
か
ら「
近
藤
君
は
頭
に
ネ
ジ
を

埋
め
込
ん
で
ク
ル
ク
ル
回
し
て
お
顔
の
シ

ワ
を
伸
ば
す
凄
い
手
術
を
し
て
活
躍
し
て

る
か
ら
興
味
津
々
…
」
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
ネ
ジ
を
回
し
て
ク
ル
ク
ル
お
顔

の
皮
膚
を
引
き
上
げ
る
M
r
．
マ
リ
ッ
ク

氏
の
手
品
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
脳
外
科
医
と
し
て
の
解
剖
知
識
と
手

術
技
術
を
活
か
し
、
髪
に
隠
れ
る
頭
皮
に

小
指
幅
の
小
さ
な
切
開
創
を
設
け
、
顔
に

傷
を
作
る
こ
と
無
く
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
の

皮
膚
を
そ
の
下
層
に
あ
る
筋
肉
や
骨
か
ら

剥
離
し
た
後
、
耳
の
前
・
も
み
あ
げ
部
分

の
皮
膚
を
特
殊
な
糸
で
引
き
上
げ
、
側
頭

部
の
頭
蓋
骨
に
固
定
し
た
チ
タ
ン
性
の
小

さ
な
ネ
ジ
に
そ
の
糸
を
固
定
す
る
チ
タ
ン

ペ
ッ
ク
リ
フ
ト
®
と
い
う
お
顔
の
若
返

り
・
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
治
療
で
す
。
で
す
か

ら
歴
然
と
し
た
医
療
で
す
。
こ
の
治
療
を

お
受
け
に
な
る
と
顔
に
は
傷
は
で
き
な
い

ま
ま
、
し
っ
か
り
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
が
引

き
上
が
り
ま
す
。
た
だ
私
自
身
が
考
案
・

開
発
し
、
そ
の
方
法
の
詳
細
を
学
会
や
論

文
で
も
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
世
の

中
に
は
、
手
品
の
よ
う
に
神
秘
的
に
思
わ

れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、こ
れ
を
行
え
ば
、

お
顔
全
体
が
若
返
る
と
い
っ
た
誤
解
も
招

い
て
し
ま
い
ま
す
。
チ
タ
ン
ペ
ッ
ク
リ
フ

ト
®
は
あ
く
ま
で
も
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
の

た
る
み
を
引
き
上
げ
る
治
療
な
の
で
す
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
も
う
す
こ
し
美
容

外
科
の
誤
解
と
い
う
部
分
の
お
話
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
で

医
師
に
治
療
を
受
け
る
際
、
い
き
な
り
医

師
が
注
射
や
薬
、
手
術
の
持
続
性
や
効
果

に
つ
い
て
ご
本
人
や
ご
家
族
に
語
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
医
療
で
は
、
医
師

は
ま
ず
診
察
や
検
査
を
行
い
、
病
気
や
症

状
の
原
因
を
分
析
し
、
そ
れ
を
説
明
し
た

後
、
原
因
に
則
し
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

医
療
に
限
ら
ず
、
物
事
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
い
き
な
り
方
法
に
飛
び
付
く
の
で

は
な
く
、
何
が
起
き
て
そ
う
な
っ
て
い
る

か
を
正
し
く
分
析
・
理
解
し
て
適
切
な
方

法
に
た
ど
り
つ
く
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が

私
が
身
を
置
く
美
容
医
療
の
世
界
で
は
、

同
じ
医
療
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患

者
さ
ん
の
悩
み
が
な
ぜ
起
き
て
い
る
か
の

原
因
の
分
析
や
説
明
が
医
師
か
ら
な
さ
れ

無
い
ま
ま
、
患
者
さ
ん
が
流
行
や
広
告
の

文
句
に
飛
び
付
い
た
り「
手
術
は
恐
い
か

ら
注
射
で
と
り
あ
え
ず
…
」
の
よ
う
に
、

自
分
の
都
合
で
方
法
を
選
択
し
て
し
ま
う

こ
と
が
日
常
茶
飯
に
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

で
は
結
果
が
出
な
か
っ
た
り
、
か
え
っ
て

悪
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
治
療
前
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
医

師
が
行
う
べ
き
こ
と
は
、
注
射
や
手
術
の

持
続
効
果
や
治
療
後
の
腫
れ
や
内
出
血
、

治
療
費
等
以
前
に「
な
ぜ
悩
み
が
起
き
て

い
る
か
」「
も
と
も
と
の
お
顔
か
ら
歳
を

と
り
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」「
美
し
い

と
さ
れ
る
方
と
一
般
の
方
は
何
が
違
う
の

か
…
」そ
う
い
っ
た
原
因
の
分
析
と
説
明

が
重
要
だ
と
考
え
、
初
診
の
方
は
約
二
時

間
に
わ
た
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
脳
外
科
医
時
代
、
救
急

で
患
者
さ
ん
が
搬
入
さ
れ
た
際
、
疾
患
の

知
識
を
持
た
な
い
ご
家
族
に
、
頭
の
中
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
詳
し
く
説
明

し
、
治
療
に
あ
た
っ
た
こ
と
と
ま
っ
た
く

同
じ
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
の

美
容
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
患
者
さ
ん
の

知
識
が
無
い
な
か
で
具
体
的
な
注
射
や
手

術
を
御
希
望
し
来
院
さ
れ
て
も
、
そ
の
方

の
悩
み
の
原
因
に
あ
っ
た
治
療
法
を
改
め

て
お
勧
め
し
、
ご
本
人
が
理
解
さ
れ
た
上

で
、
施
術
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

全
て
の
患
者
さ
ん
を
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
私

自
身
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
治
療
行
い
続

け
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
な
ぜ
私
が
脳
外
科
か
ら
美
容

外
科
に
な
っ
た
の
か
？
と
い
う
部
分
に
皆

さ
ん
は
ご
興
味
を
持
た
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
が
若
き
日
入
局
し
た
京
大
脳
外
科

教
室
は
脳
外
科
顕
微
鏡
手
術
の
父
、
菊
池

晴
彦
先
生
が
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
部

長
か
ら
同
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
た
直
後

で
し
た
。
当
時
の
京
大
脳
外
科
教
室
に
は

志
の
高
い
優
秀
な
医
師
が
菊
池
先
生
を
尊
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敬
し
慕
い
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
菊
池
教

授
は「
医
師
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、

患
者
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
あ
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
術
者
と
し
て
は
勿
論
、
医
師

と
し
て
人
間
と
し
て
大
き
く
、
懐
の
深
い

存
在
で
、
私
の
人
生
の
礎
を
築
い
て
い
た

だ
い
た
恩
師
で
す
。
若
き
日
の
私
は
、
素

晴
ら
し
い
先
輩
や
同
僚
医
師
に
囲
ま
れ
専

門
知
識
、
技
術
を
学
び
身
に
付
け
な
が
ら

情
熱
を
も
っ
て
患
者
の
脳
疾
患
治
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
地
方
の
関
連
機

関
病
院
赴
任
時
は
、
医
師
の
数
が
少
な
い

中
、
脳
卒
中
と
い
う
救
急
医
療
が
主
に

な
っ
た
た
め
、
二
四
時
間
フ
ル
活
動
で
仕

事
に
勤
し
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

因
み
に
岐
高
昭
和
五
七
年
卒
、
吉
村
紳
一

先
生
も
岐
大
卒
業
後
、
国
立
循
環
器
病
セ

ン
タ
ー
に
て
私
の
同
門
医
師
と
共
に
レ

ジ
デ
ン
ト
と
し
て
学
ば
れ
、
現
在
は
脳
血

管
内
治
療
の
世
界
的
な
権
威
と
な
り
兵
庫

医
大
脳
神
経
外
科
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
数
年
の
臨
床
生
活
の
後
、
大

学
院
に
入
学
し
研
究
生
活
に
入
っ
た
頃
か

ら
私
の
心
に
変
化
が
出
始
め
て
い
ま
し

た
。
私
は
世
界
で
初
め
て
ラ
ッ
ト
や
モ
ン

キ
ー
に
脳
動
脈
瘤（
く
も
膜
下
出
血
の
原

因
に
な
る
血
管
の
こ
ぶ
）を
作
る
こ
と
に

成
功
し
た
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
ヒ
ト
の
脳

動
脈
瘤
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る

研
究
に
あ
た
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
私
生
活
と
医
師
と
し
て

の
生
活
の
区
別
も
無
く
、
無
我
夢
中
で
目

の
前
の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
脳
外
科
医
と

し
て
明
け
暮
れ
た
日
々
か
ら
、
世
界
で
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
真
実
を
探
求
し
、

解
明
し
、
発
表
し
て
い
く
研
究
生
活
に
身

を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

私
は
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

物
事
の
内
側
、
本
質
を
深
く
見
つ
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
自
分
と
い
う
人
間

は
何
者
で
、何
を
人
生
で
行
い
た
い
の
か
、

脳
外
科
医
と
し
て
で
は
無
く
、
一
人
の
人

間
と
し
て“
自
分
を
知
る
”こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
気
が
付
い
た
の
で
し
た
。

　
そ
も
そ
も
高
校
時
代
私
は
医
師
に
な
る

と
い
う
志
で
は
な
く
、
あ
の
時
期
そ
れ
が

全
て
で
あ
っ
た
受
験
と
い
う
闘
い
で
勝
利

す
る
た
め
に
、
子
供
な
が
ら
精
一
杯
努
力

し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
も
脳
外
科
医
と

し
て
目
の
前
の
こ
と
を
必
死
に
ク
リ
ア
ー

し
て
き
ま
し
た
。三
〇
半
ば
に
結
婚
し
て
、

子
供
も
授
か
っ
た
頃
か
ら
改
め
て
自
分
と

い
う
人
間
と
向
き
合
い
、「
ど
う
し
た
ら

周
り
の
人
を
幸
せ
に
し
て
、
自
分
も
幸
せ

に
な
る
の
か
」を
考
え
は
じ
め
た
の
で
す
。

脳
外
科
医
と
し
て
診
療
や
研
究
を
し
た
生

活
に
燃
え
尽
き
た
部
分
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
超
え
た
頃
か

ら
数
年
間
、
滋
賀
県
の
山
村
地
域
の
病
院

で
救
急
医
療
か
ら
距
離
を
置
き
、
訪
問
診

療
や
老
健
施
設
の
患
者
さ
ん
を
診
る
と
同

時
に
、
自
分
の
時
間
も
持
ち
、
三
重
や
福

井
の
海
に
毎
週
で
か
け
、
子
供
の
頃
か
ら

好
き
だ
っ
た
釣
り
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
自
分
は
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
大
好
き
な
人
間
。形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

こ
の
地
域
で
一
般
医
療
の
開
業
を
し
て
地

域
の
人
を
診
療
し
な
が
ら
、
自
分
も
自
分

ら
し
く
笑
顔
で
生
き
よ
う
」こ
の
時
点
で
、

大
学
や
大
き
な
病
院
で
の
ポ
ス
ト
を
目
指

す
道
か
ら
自
ら
遠
退
き
、
己
の
道
を
進
み

出
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
美
容
外
科
転
身
を
決
意
し
た
の

は
二
〇
〇
六
年
、
二
人
の
子
供
を
連
れ
て

行
っ
た
デ
イ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で
し
た
。
そ
の

場
に
い
る
大
勢
の
人
が
、
子
供
は
勿
論
、

男
性
も
女
性
も
、
お
年
寄
り
も
あ
の
素
晴

ら
し
い
シ
ョ
ー
を
観
る
こ
と
で
、
一
瞬
で

心
か
ら
の
笑
顔
に
な
る
光
景
を
目
の
当
た

り
に
し
た
時
で
し
た
。
確
か
に
医
師
と
し

て
人
の
病
を
治
し
、
人
命
を
救
う
こ
と
は

崇
高
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
病

気
で
は
無
く
生
ま
れ
も
っ
た
も
の
や
加
齢

に
よ
っ
て
生
じ
た
顔
や
身
体
の
悩
み
で

も
、
注
射
や
手
術
と
い
っ
た
医
療
で
し
か

治
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
師
と
し

て
そ
の
分
野
で
、
脳
外
科
医
と
し
て
培
っ

た
経
験
や
技
術
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、病
気
に
罹
っ
た
人
だ
け
で
無
く
、も
っ

と
多
く
の
方
々
の
笑
顔
を
創
る
こ
と
で
で

き
る
、
幸
せ
に
出
来
る
、
喜
ん
で
も
ら
え

る
。
前
向
き
な
医
療
が
出
来
る
。
脳
外
科

を
二
〇
年
で
こ
こ
ま
で
出
来
た
の
だ
か

ら
、
六
五
歳
ま
で
同
じ
二
〇
年
、
今
か
ら

で
も
必
ず
や
り
遂
げ
ら
れ
る
。
そ
う
確
信

し
、決
意
し
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
の
翌
年
、

私
は
独
り
上
京
し
、
大
手
美
容
外
科
に
就

業
し
、
そ
の
後
独
立
開
業
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
私
の
自
分
探
し
の

旅
は
続
き
ま
す
。
百
折
不
撓
の
精
神
と
美

し
い
故
郷
岐
阜
の
景
色
を
心
に
抱
き
な
が

ら
…

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

生
き
る
こ
と
は
　
自
分
の
た
め
　
人
の
た
め

人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
　
本
当
に
あ
り
が
た
い

ど
う
や
っ
た
ら
　
人
の
役
に
立
ち

自
分
も
幸
せ
に
な
れ
る
か

人
生
は
　
そ
ん
な
自
分
探
し

ど
う
に
も
な
ら
な
い
運
命
は
受
け
入
れ
な
が
ら

「
百
折
不
撓
」　
努
力
し
て
　
自
分
の
道
　
切
り
開
く

決
し
て
長
く
な
い
人
生
　

独
り
一
人
が
主
人
公

ロ
ン
リ
ー
侍
ド
ク
タ
ー

コラム
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